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要   旨：   ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油由来フェノール化合物は発癌の転移を含む複数段階を抑制

できると、ヒト、動物および細胞系の実験で示唆される。 
浸潤カスケードは、細胞外基質構成成分または基底膜への細胞付着、タンパク

分解酵素による基底膜の分解そして変形基質を通した細胞の移動からなる。 
本研究で我々はﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油由来のフェノール抽出物およびその主な構成

性成分の作用を研究した：ヒドロキシチロソール(3,4-ジヒドロキシフェニルエタ
ノール)、チロソール(p-ヒドロキシフェニルエタノール)、ピノレシノールおよび
コーヒー酸。 
これらフェノール化合物の作用をHT115ヒト結腸癌細胞の浸潤についてマト
リゲル浸潤試験で検証した。 

 
ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油およびその化合物は別々の量依存性抗浸潤作用を示した。 
ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油 25μg/mlのおよび個々の化合物の相当量で、対照の 45-55%
の範囲で有意な抗浸潤作用がみられた。 
重要なことに分離したフェノール化合物でなく、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油がマトリゲ

ル浸潤試験で総細胞数を有意に減少させた。 
細胞の生存に対して有意な作用はなかったので、マトリゲル浸潤試験における

細胞数の減少は細胞毒性が原因でないと示される。 
プラスチック基質に対する細胞付着に対しても有意な作用がなかったので、ﾊﾞ

ｰｼﾞﾝオリーブ油の抗浸潤性の調節で細胞外基質の重要性が示される。 
 
結論として、ﾊﾞｰｼﾞﾝオリーブ油由来フェノール化合物は結腸癌細胞の浸潤を抑

制する能力を有しその作用は浸潤カスケードの異なる段階で介在されるようであ

ると、この研究の結果が示している。 
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